
愛和産業株式会社の最終処分場に係る地域の概要 

 

１ 申請の概要 

 （１）申請者 住所 北見市東相内 10 番地７ 

        名称 愛和産業株式会社（あいわさんぎょうかぶしきがいしゃ） 

 （２）申請年月日 令和３年（2021 年）11 月 12 日 

 （３）施設の設置場所 北見市端野町三区 851 番１、854 番１、857 番、856 番１ 

 （４）施設の種類 施行令第７条第１４号ロ、ハ （安定型及び管理型最終処分場） 

（５）現行許可年月日及び番号 平成 18 年(2006 年)７月 27日 網環生第 1115 号 

（６）変更内容の概要 

   既設の１期埋立場所に隣接して２期及び３期の埋立場所を増設(設置場所に 856 番１を追加。)、埋立

場所の増設に伴う浸出水処理施設及び調整池の増設。 

   また、処理する産業廃棄物の種類を一部追加。 

 （７）処理する産業廃棄物の種類 

    燃え殻、汚泥（含水率 85パーセント以下のものに限る。）、廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を

含む。ただし、石綿含有産業廃棄物以外のものは最大径 15cm 以下に破砕し、切断し若しくは溶融設備を

用いて溶融加工したものに限る。）紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず（最大径 15cm

以下に破砕し、切断し若しくは溶融設備を用いて溶融加工したものに限る。）、金属くず、ガラスくず、

コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を含む。）、鉱さい、がれき類（石綿含有産業廃

棄物を含む。）、動物の死体、動物のふん尿、ばいじん、処分するために処理したもの。 

    当該申請により、廃油(タールピッチ類に限る。)、廃石綿等の追加。 

 （８）処理する一般廃棄物の種類(法第 15条の２の５の特例に係る届出) 

    木くず、すき取り物。 

 （９）施設の処理方式 セル及びサンドイッチ方式 

 （10）施設の処理能力  

１期(既設) 面積 ２４，０６０㎡ 容量 ２３９，４４０㎥ 

２期(増設)  面積 ２１，１５３㎡ 容量 １７４，９８４㎥ 

３期(増設)  面積 ２０，３９７㎡ 容量 １８０，６３３㎥ 

合   計 面積 ６５，６１０㎡ 容量 ５９５，０５７㎥ 

 

２ 申請地周辺の状況 

 （１）地勢 

    申請地は、旧北見市と旧端野町の境界付近に位置し、周囲の現況は山林である。 

また、当該申請地は都市計画法に該当しない。 

 （２）住宅の存在 

    申請地周辺 500m 以内に人家はない。最寄りの人家は申請地から南西方向約 1.3km に位置する。 

 （３）生活環境の状況（利水状況など） 

    予定地周辺に地下水利用者及び水道水源はなく、最も近い水道水源は予定地から東に約 6.5km 離れた

協和浄水場であり、地下水を水源としている。 

    廃棄物運搬車両は市道端野町 10 号を使用し、設置場所に搬入する。 

 

 



３ 当該地域における廃棄物処理状況 

 （１）周辺の処理施設 

    申請地には申請者の既存の安定型及び管理型最終処分場のほか、破砕施設等の中間処理施設が設置さ

れている。 

また、申請地の周囲約２km 以内に他業者の中間処理事業場及び北見市の処分場等の一般廃棄物処理施

設がある。 

 （２）廃棄物処理の動向 

    オホーツク管内には現在、稼働中の安定型最終処分場が１１箇所、管理型最終処分場が５箇所、安定

型及び管理型最終処分場は当該申請を含めて４箇所設置されている。 

申請者の処理事業場において、北見市内及び近郊町村の工事現場、各業種から排出される産業廃棄物

の中間処理及び最終処分が行われている。 

既設１期の安定型及び管理型最終処分場は設置当初、容量 218,100 ㎥であり、令和２年(2020 年)２月

に 21,340 ㎥のかさ上げの届出を行い、容量 239,440 ㎥となった。 

現在の残存容量は約 48,409 ㎥となっている。（令和３年（2021 年）９月末時点） 

 

４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

縦覧期間、市町村長及び利害関係者の意見聴取については調整中。 

 

５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

 （１）廃棄物処理業の許可取得状況 

    埋立、肥料等の製造、再生骨材等の製造、切断・分離、減容、破砕、圧縮の産業廃棄物処分業許可を

取得。（平成 29年（2017 年）10 月更新。） 

    このほか、産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬業許可を取得している。 

 （２）申請者への立入検査 

    令和２年（2020 年）12 月 11 日に設置予定場所の現地調査を実施し、事業計画書の記載どおりの現況

であることを確認した。 

 （３）申請者への不利益処分等の状況 

    処理業許可取得から現在まで不利益処分は行われていない。 

６ その他 

 

 （１）関係市町村との協議状況 

    地元自治体である北見市と事業計画等について協議済みであり、令和３年(2021 年)８月２日に公害防

止協定を締結。 

    また、令和３年(2021 年)10 月７日に地元漁業協同組合である、常呂漁業協同組合と公害防止協定を締

結。 

 （２）他法令の規制 

    林地開発許可についてはオホーツク総合振興局産業振興部林務課と協議を行い、林地開発許可事前協

議書を提出済み。 


